
公園マスタープラン策定について
2026.2.9_第1回（仮称）江東区公園マスタープラン策定委員会

江東区には、日本最古の都市公園の一つである深川公園をはじめ、自然豊かな親水公園等特色ある公園がある一方で、利用者のニーズや地域の実情に応えきれておらず、公園の

管理や活用には課題がある。

課題解決や公園利用者のニーズの多様化に対応するためには、地域の公園がそれぞれ個性を発揮し、区民が「楽しい」「訪れたい」と感じられる魅力ある公園づくりを進める必

要があることから、公園の特色を活かした魅力的な 公園整備方針 や地域と協働した柔軟な 管理運営方針 を示した「（仮称）江東区公園マスタープラン」を策定する。

（ 仮 称 ） 江 東 区 公 園 マ ス タ ー プ ラ ン （ 本 計 画 ）

公園の魅力・価値を効率的・効果的に高めるため、公園の機能や役割を踏まえながら、公園整備・管理運営の方針を定める計画

～江東区みどりの基本計画における公園の考え方～

本計画の位置づけ

公園に関する動向

１

■ 国・都の公園に関する方向性

国）新たな時代における都市公園の意義・役割として“個人と社会のWell-being の向上に向け、
地域の課題や公園の特性に応じ、ポテンシャルを更に発揮すること”を重要視

（「都市公園の柔軟な管理運営のあり方に関する検討会提言（R4.10）」）

国）地域の価値を高め続ける「使われ活きる公園」となるため、都市公園の柔軟な利活用を検討
都）今後10年間に東京が目指す公園づくりの方向性を示すとともに、多様な主体と連携し、都立公

園全体の整備・管理運営の指針となる「パークマネジメントマスタープラン」を改定（R6.3）
都）100年先を見据えた新たな緑のプロジェクト「東京グリーンビズ」を始動（R5.4）

■ 江東区の公園に関する特徴

• 一人当たりの公園面積は、23区の中で3番目に高い水準
（10.65㎡/人：R7.4.1）

• 河川や運河に囲まれ、水辺を活かした親水公園等が多い
• 大規模な公園や歴史・文化を伝える公園に恵まれている
• 公園面積は増えているが、みどりに満足している区民の割合は低下
• みどりに満足している理由は「身近に公園が整備されている」が最も多い

令和11年度
目標値

令和7年度
現状値

平成30年度
基準値

指標

550ha578.7ha
(令和6年度)

438.1ha公園面積

≪江東区みどりの基本計画（後期）における目標≫

令和11年度
目標値

令和6年度
現状値

平成30年度
基準値

指標

80％72.7％74.4％
（令和元年度）

みどりに満足している区民の割合

～今後の公園整備・管理運営に求められる視点～

本区は、特色ある公園に恵まれているとともに、公
園面積も着実に増加しており、「身近に公園が整備さ
れている」ことが、みどりに対する区民の満足度につ
ながっている。

一方で、低下している「みどりに満足している区民
の割合」を向上させるためには、公園の量だけではな
く、地域の課題やニーズを踏まえ、公園が持つ機能や
役割を整理・分担するとともに、柔軟な利活用を進め
ることで、各公園の個性を発揮させることが求められ
ている。

江東区みどりの基本計画は、都市緑地法第4条に規定される基本計画と
して、緑地の保全と緑化の推進に関する施策を計画的に推進するために、
区が策定する計画である。令和2年度から令和11年度までを計画期間とし
ており、令和6年度に中間年次を迎えたことから見直しを行い、江東区み
どりの基本計画（後期）として改定を行った。

江東区みどりの基本計画（後期）では、基本方針の中で「公園・緑地の
整備・管理の方針」を定めているが、基本的な考え方等を示す程度となっ
ている。また、後期の改定に当たっては、重点施策「みんなでつくる公園
プロジェクト」において展開する主な事業の一つに「公園マスタープラン
策定事業」を位置づけており、公園マスタープランを策定・運用していく
ことで各公園の個性を発揮させることとしている。

～公園利用者のニーズや課題～

• ボール遊び場や隣接学校校庭との
連携利用

• インクルーシブ遊具や健康遊具

• プレーパークの導入

• ドッグラン

• スケートボード等のスポーツ施設

• 農体験の場

• 樹木の保全

• グリーンインフラ etc

公園マスタープランの策定目的

最新の数値に更新
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江東区の公園資料２

１ 公園を取り巻く社会動向
（１）社会動向
（２）公園に関する

区上位・関連計画

２ 公園の現状
（１）公園の整備状況
（２）公園の管理・運営状況

（関係団体ヒアリング）

（３）まちと公園

３ 区民や利用者のニーズ
（１）区民アンケート
（２）利用実態調査・

公園利用者アンケート

公園の現状と課題・
公園づくりの考え方

（１）公園の現状と課題の整理

（２）地区別公園、親水公園の特徴と課題

（３）マスタープランの体系イメージ

（４）目指すべき公園のイメージ

資料３ 今後のスケジュール資料４

１．本マスタープランについて
（背景や位置づけ等）

２．江東区の公園

３．公園の現状と課題

４．公園づくりの考え方

５．具体の取組み
（整備の方策・管理運営の方策）

６．地区別方針

７．実現に向けて
（ロードマップ及び計画推進策）

【 マスタープランの構成（案）】

以下、令和８年度検討

※構成はあくまでも現時点での案であり、変更の可能性があります。
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マスタープランの作成

住民意向の把握

幹事会／策定委員会

2026.2.9_第1回（仮称）江東区公園マスタープラン策定委員会

策定のスケジュールと構成案

公園マスタープランの位置づけと対象

→ 資料１

本計画は、「江東区長期計画」、「江東区都市計画マスタープラン」、「江東区みどりの基本計画」や

他の分野別計画、国・東京都の諸計画との整合、連携を図りながら、江東区の公園整備・管理運営の方針

を定める計画として位置づける。

なお、本計画においては、区立公園、区立児童遊園、遊び場等の計285園を対象とし、区内に立地する都

立公園、海上公園、国営公園の計27園については、機能を参照する公園とする。

遊び場等区立児童遊園区立公園
対象となる公園等
（合計 285園）

13園99園173園

国営公園海上公園都立公園
機能を参照する公園

（合計 27園）
1園19園7園

※本資料

■ 上位計画

江東区基本構想、江東区長期計画、江東区都市計画マスタープラン、
江東区みどりの基本計画

■ 関連計画

江東区環境基本計画、江東区公共施設等総合管理計画、江東区こど
も計画、江東区地域防災計画、江東区スポーツ推進計画 等


